
封戸保育園 

だより 
 
 
 
 

２０２６ 

（令和８年） 

 

Ｎｏ，６６１ 

◆「あきらめる」という言葉
は「仏教用語」に由来してい
ることをご存じですか。 
◆日頃「あきらめる」と聞く
と「ただやめる、投げ出す」
という意味に捉えられます
が、仏教用語の「明（あき）
らむ」からきているそうで
す。 
◆「物事を明らかにする、つ
まびらかにする」という意味
で、現実を明らかに見て、自
分がやれるだけ、できるだけ
の事をして、そしてどうにも
ならない事を受け入れた上
で、納得して前にすすむこと
が「あきらめる」ということ
だそうです。実は前向きな言
葉だったのですね。 
◆アスレチックの一部にボ
ルダリングがあり、子どもた
ちは「挑戦してはあきらめ 

る」ことを繰り返しています。 
◆職員はただ危険がないように
見守っています。これは「その子
の登りたい気持ちと、怖いと思
う気持ちが戦っている」という
ことを知っているからです。子
どもの気持ちが整う時を待って
います。 
◆子どもの「あきらめる」は「絶
望して二度とやりたくない」で
はなく「今はやめよう」と自分で
決め、あきらめているのです。 
◆ある日、挑戦して登れたとき
に、前に登っていた友だちの「ハ
グ」が待っていました。きっと
「すごい。頑張ったね」といって
くれたのだと思います。職員も
一緒に喜びました。 
◆「知ること」によって言葉の意
味も違ってきます。そのことを
大切にしていきたいと思いまし
た。 
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【保育目標】 

●ほとけさまをおがみます 

●いつもありがとうといいます 

●おはなしをよく聞きます 

●みんななかよく遊びます 

  

 

     

仏参をする時手を合わせて合掌し「礼拝（らいはい）」を

して、「ナモアミダブツ（阿弥陀さまのお名前）」とお念仏

します。心を落ち着かせて、静かに手を合わせると自然に

背筋も伸びていきます。そして、「阿弥陀さま、いつでも、

どこでも、どんなときにも見守ってくださってありがとう

ございます」と感謝の気持ちを持って仏参に参加します。 

 

 

 

  

  

  

         

       

    

    ５月 おたんじょうびおめでとう！  

 １７日 くろぎ ゆいちゃん   （６歳） 

２２日 つる はるとくん    （６歳）  

 ２６日 しんぐう あかりちゃん （６歳） 

 ３１日 なかがわ ゆりちゃん  （６歳） 

  ８日 さぬき こうたくん   （３歳） 

 １３日 どうやま あおとくん  （３歳） 

 １３日 みやづ ももかちゃん  （２歳） 

      「端午の節句」 

 男の子（子ども）の成長と幸せを願い、祝う日です。 

空にこいのぼりを泳がせ、家の中には武者人形等を 

飾って、ちまきや柏餅をいただきます。１９４８年 

「こどもの日」として定められ、「子どもの人格を 

重んじ、子どもの幸福をはかる」国民の休日となり 

ました。 

「降誕会」 

 親鸞さまの誕生日をお祝いする日です。親鸞さまは、阿弥 

陀さまの教えを沢山伝えてくださいました。 

阿弥陀さまの世界（お浄土）では、色々なお花が咲いている

そうです。青い花は青い光を出しながら（青色青光）、黄色

い花は黄色い光を出しながら（黄色黄光）、赤い花は赤い光

を出しながら（赤色赤光）、白い花は白い光を出しながら

（白色白光）、喧嘩や邪魔をしないでみんな仲良く輝いてい

るといいます。命と命が出会い、みんなが仲良くすることを

教えてくれました。 

親鸞聖人は９０年の生涯を通して、たくさんの教えと著作

を残されていますが、ご自身の出世、生涯についてはほとん

ど語られていません。絵本や紙芝居を通して伝えていきたい

と思います。親鸞さまお誕生日おめでとうございます。 

  

 

５月 
 

 

 

 
月 

月間の予定はルクミー「カレンダー」に載せて

います。ご確認ください。 

 

７名のお友だちが 

お誕生日を迎えます 


